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1. A New Cambridge Gazette  
創刊: 若人に贈る栗原後悔日誌 

 
「グローバル時代における知的武者修行」

を目指す若い方々を対象として、このニュー
ズレターを慶應義塾大学出版会のウェブサイ
トから発行することになりました。このこと
を、若い読者の方々に謹んでご報告すると同
時に、慶應義塾大学出版会のご厚意に深く御
礼申し上げます。 

 
私達は、現在、想像を遥かに超えた勢いで

進展するグローバリゼーションのなかで生活
しています。情報通信技術と運輸交通手段の
発達によって、グローバリゼーション自体は、
好むと好まざるとにかかわらず、また、良か
れ悪しかれ進展している現象です。そのため
に現在の経済社会環境下では、物理的にも心
理的にも「鎖国状態」を維持する領域は次第
に失われつつあります。このような理解に基
づき、将来、ビジネスに、或いは研究におい
て、世界に飛び出して積極的に活動をしよう
という「志」を懐いた若い方々に向け、私の
苦い失敗や驚きの経験から得た教訓をお伝え
するというのが小誌の目的です。勿論、才能
も時間も制約された私というたった一個人の
経験であるため、小誌に記した教訓すべてが、
「グローバル時代における知的武者修行」に

役立つとは期待できません。それどころか皆
様から失笑と軽蔑を頂くかも知れないと少し
心配しています。高い「志」を懐き、才能と
可能性を秘めた人々が、こうした小誌の限界
を承知しつつも、私が綴る「航海日誌」なら
ぬ「後悔日誌」から役に立つ教訓を少しでも
汲み取って頂けるなら、小誌発行の目的が十
分達成されたと喜ぶことができましょう。 

 
 

2. 栗原後悔日誌@Harvard 
 

2003 年の 5 月以来、私はハーバード大学の
ケネディ行政大学院シニア・フェローとして、
日本のグローバル化や日本企業のグローバル
展開に関する研究活動を実施してきました。
過去 3 年間、周囲の人々のご好意によって、
私は楽しい研究生活を過ごすことができまし
た。とはいえ、どの世界でも同じでしょうが、
決して完全に満足できる 3 年間であった訳で
はありません。私の場合、大小様々な障害に
突き当たり、同時に、自分自身の能力の限界
を思い知らされた毎日でもありました。 

 
ご存知の方も多いと思いますが、ハーバー

ド大学は、イェール、プリンストン、シカゴ、
スタンフォード等と並んで米国が誇る高等教
育・研究機関の一つです。ここでは、一流の
研究者が学内で研究すると同時に、政治家、
企業家、ジャーナリスト、そして NPO 等の社
会活動家、すなわち、一流のプラクティショ
ナーが実践的知識を求めてハーバード大学を
訪れ、本学の研究者と活発な意見交換を毎日
のように行っています。また、ハーバード大
学に集まる研究者は学内だけにとどまりませ
ん。マサチューセッツ工科大学(MIT)、ボスト
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ン大学、タフツ大学等、近傍に存在する大学
の研究者、更には世界中の一流の研究者が知
的刺激を求めてハーバード大学を訪れていま
す。勿論、日本からも優れた研究者が数多く
訪れています。私も本校に来て初めて親しく
意見交換をさせて頂いた方々、例えば、東京
大学の林良造教授や高原明生教授、三井物産
戦略研究所の鈴木通彦研究主幹、そして慶應
義塾大学の野村浩二助教授等から多くを学び、
以来、引き続いてご指導を頂いております。 

 
このように一流の研究者と一流のプラク

ティショナーが集まるハーバード大学ではあ
りますが、そうした「ヒト」の集積自体、ま
た優れた「ヒト」が携えてきた「情報」の集
積自体は私達にほとんど意味を持たない現象
です。何故なら質の高い情報交換と知的創造
の場であるハーバード大学では、私達が積極
的に働きかけない限り、ほとんど得るものが
無いからです。すなわち、信頼関係を構築す
るに十分可能な長い期間にわたり、継続的に
しかも直接的に実施される双方向の知的対話
がなされない限り、私達にとってハーバード
大学は美しいキャンパスを持つ一つの大学で
しかありません。実際、創立以来 370 年とい
う米国最古の歴史を誇るハーバード大学には、
多くの観光客が訪れます。彼等は、18 世紀に
まで遡ることができる建造物をはじめ、モネ
やピカソの作品を収蔵する美術館、精巧な動
植物の標本や天然鉱石が展示されている博物
館等の写真を撮っています。そして、前述し
た知的対話を恒常的に行わない限り、私達も
カメラを片手にした観光客とほとんど変らな
い人間だと、ハーバード大学の人々に思われ
ても仕方ありません。 

 
ハーバード大学に限らず世界中のどこに

おいても、才能有る「ヒト」との親密な対話
を楽しむ際には、或る一定の「約束事」ない
し「ルール」が存在します。そうした「約束
事」を厳密な形で学んだ訳ではありませんが、
質が高く、直接的・双方向・継続的な情報交
換の機会に溢れているここハーバード大学で、

私は実感したような気が致します。すなわち、
高い「志」と優れた才能を秘めた「ヒト」と
質の高い情報交換をするには、次の 5 つの要
件が満たされなくてはりません。その 5 つと
は、(1)一流の専門知識、(2)幅広い一般教養、
(3)語学力、(4)マナーと交際術、(5)多角的・重
層的な協力・相互補助の精神です。 

 
一般論として、継続性を前提とする知的対

話は、旅先で知り合った感じの良い人々との
他愛の無い短い会話ではありません。ですか
ら、(1)一流の専門知識、(2)個人的な親密度を
増すのに不可欠な幅広い一般教養が当然不可
欠であることはすぐに納得して頂けると思い
ます。加えて、社会科学の場合、情報交換の
媒体である(3)語学力(言語表現力、傾聴能力)
は重要です。よほど飛びぬけて独創的な内容
でない限り、言葉を抜きにして多くの人々の
前で自らの意見を披露することは現実的に不
可能です。また、「鋭いヒトだ」と相手に認識
されない限り、相手も私達に情報を(言葉で)
伝達する気にはならないでしょう。しかも、
ハーバード大学は米国の大学ですので、現地
語であり、同時に事実上の国際的共通語(the 
lingua franca)でもある米語を巧みに操らなけ
れば、私達の専門知識や一般教養が「ホンモ
ノ」かどうかについて確認の方法がありませ
ん。更には、(4)互いにリラックスしながら意
見交換するための知的マナーと国際的交際術、
そして誰もがすべてのことを完璧にできる訳
がないので、(5)多角的・重層的な協力・相互
補助の精神、以上の要件を私はハーバード大
学で毎日のように感じております。 

 
理想を言えば、これらに関して、私の「手

柄話」を語りたい気持ちですが、悲しいかな、
運命はそれに相応しい能力を私に授けては下
さりませんでした。従って、私自身、上記の
要件を満たした形で知的会話を行ったことは
一度も無いどころか、顔から火が出るほどの
恥ずかしい思いをしたことは無数にあります。
こうした苦い経験をご紹介することによって、
有能な若い方々に将来役立つ何かを少しでも
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見出してもらえるかも知れないとの期待を懐
きつつ、私の「後悔日誌@Harvard」を読者の
方々にお届けしたいと思っています。私の「後
悔日誌@Harvard」に参考になる部分がもし有
るとしたなら、それはハーバード大学のシニ
ア・フェローとして 4 年目を迎え、匍匐(ほふ
く)前進・七転八倒の努力をしている一日本人
の苦い経験と、日本に居ては気付かない覇権
国米国で展開される議論だと考えております。
こうした理由から有能な若人に「他山の石」
としての「教訓」を伝えることは、私の使命
であり、それが天命ではないかとさえ感じて
おります。実践的知識を重視する若き後輩諸
氏が私の失敗談に基づく「教訓」を知り、「へ
ぇ、そんな失敗をしてもハーバード大学で生
き残っている日本人もいるんだ。ワタシ或い
はボクならもっと上手に生き抜ける」と明る
く自信と希望を持って頂きたいと思います。 

 
 

3. 微笑みとジョークを忘れずに 
 
小誌では、毎回一つのテーマに基づいて書

いていこうと思います。創刊号のテーマは「微
笑みとジョークを忘れずに」です。まず結論
を簡単に述べると以下の通りです。グローバ
ルに情報交換を行うと往々にして想像を絶す
るような天才的な人々に出会う機会に恵まれ、
そうした人々と知的な対話を行うことにより、
知的、経済的、社会的に私達が豊かになれる
可能性が発生する。ただそうした才能ある
人々が私達と情報交換をしてくれるかどうか
は、私達の実力と態度次第である。そしてそ
の実力はそう簡単に身につくものではない。
では素晴らしい才能を持った人々とは、私達
の実力が向上するまで知的対話を行う機会は
全く出来ないのかというと、実はそうではな
い。私達が実力を向上させ、知的対話を行い
たいという熱意ある態度を、才能ある人々に
伝えることさえ出来れば情報交換が可能とな
る。その際、知的対話を行うことで、相手側
にも素晴らしい結果が生じるであろうという
期待を抱かせることさえ出来れば良い。そし

て実は、その時の最大の武器が微笑みとジョ
ークである。従って、如何なる時にも微笑み
とジョークを忘れてはならない。これが今月
の話題です。 

 
繰り返しますが、グローバル時代における

知的武者修行で鍛えるのは、前述した 5 つの
要件です。そして、その要件は短期間で満た
されるものではありません。それどころか、
毎日の努力の積み重ねが無くては決して満た
されないものばかりです。この努力の必要性
は強調し過ぎることはありません。これらは
私のような年齢に達した人にとっても等しく
重要な要件です。今年 4 月、塚本弘ジェトロ
(日本貿易振興機構)副理事長がボストンを訪
れ、ハーバード大学と MIT で、ケンブリッジ
在住の専門家達と親密な知的対話の機会を作
って下さいました。本学の中国専門家のアン
ソニー・セイチ教授や国際貿易の専門家であ
るロバート・ローレンス教授から、また、MIT
インダストリアル・パフォーマンス・センタ
ー所長のリチャード・レスター教授からも鋭
く厳しい質問が塚本副理事長に向けられまし
たが、それらを軽妙に処される同副理事長の
お姿を拝見し、尊敬の念を強めた次第です。6
月初旬、東京で再会した折、同副理事長は私
に向って「栗原さん、(海外で)講演した後、
いつも反省しているのですよ。ここはこう説
明しておけば良かった。あそこはこう表現し
た方が良かった、とね」と仰いました。優れ
た人は常に向上心を懐き、陰に日向に努力を
されていると感心した次第です。 

 
知的対話は、質の高い「情報」というボー

ルを交換するキャッチボールのようなもので
す。投げ手は受け手の実力を観察しながらボ
ールという情報を投げてきます。投げるボー
ルが早すぎても、また受け手の守備範囲に投
げるのでなければ、キャッチボールは成立し
ません。つまり、情報交換の質は投げ手と受
け手の実力次第で大きく違ってくる訳です。 

 
一流の研究者や一流のプラクティショナ
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ーは自らの分野で、また自身に適したスタイ
ルで、前述した 5 つの要件を満たす努力に余
念がありません。自己の能力の限界に毎日挑
んでいる人々は、崇高な学問や深遠な真実の
前で、自らの能力と業績が学問・真理全体に
比すればほんの僅かの部分であることを自覚
しています。それ故に彼等は常に謙虚な気持
ちで研究を行っています。この意味で日本の
諺「実る程に頭を垂れる稲穂かな」にある如
く、ハーバード大学の研究者は例外なく謙虚
で丁寧な対応をして下さる人々です。その一
方で、彼等は寸暇を惜しんで努力をするが故
に、よほど内容が高くない限り、気難しい面
持ちでたどたどしく話す相手と悠長に情報交
換しようとする意欲はさらさら持っていない
ことも銘記すべきです。 

 
このように当たり前の話ではありますが、

情報交換に極めて高い質を求める際、キャッ
チボールと同じで、相手が私達に真剣勝負の
素晴らしいボールを投げてもらうよう、その
気にさせる必要があります。私達の能力が低
ければ、相手は私達の知らない間に即座にそ
れを察知して、受取り易い簡単なボールを返
して来るか、或いはボールを投げ返して来な
いことになります。我々にとっては受け取り
易いボールが返って来たと喜ぶ一方、投げ返
してこないと、「ナンと無礼な態度なんだ!」
とムッとしてしまいがちです。しかし、この
こと自体、国際的な知識社会における落し穴
(「井の中の蛙」的な誤った認識)が潜んでい
るのです。 

 
孔子の『論語』「雍也第六」に、「子曰わく、

中人(ちゅうじん)以上には、以て上(かみ)を語
(つ)ぐべきなり。中人以下には、以て上を語
ぐべからざるなり」という有名な言葉があり
ます。また、フランスのモラリストであるラ・
ロシュフコーの『箴言(Les Maximes/Réflexions 
ou sentences et maximes morales)』に、「ちゃん
と分かる人にとっては、訳の分からない人達
に分からせようと努力するよりも彼等との議
論に負けておくほうが骨が折れない(Un esprit 

droit a moins de peine de se soumettre aux esprits 
de travers que de les conduire.)」というこれまた
有名な言葉があります。すなわち、東西の優
れた先人達は、「相手の能力に従って語りか
けよ。相手の能力が低ければ、あまり無理は
するな」と教えています。従って、私自身は、
ハーバード大学の研究者が私達にとって理解
可能だが予想以上に簡単な説明をしたり、返
事をしなかったならば、それは、「失礼ながら、
真剣勝負での知的対話は当分の間無理のよう
な気がします」という相手側からのシグナル
として理解しています。尚、ここで「平易な
議論」と「簡単(単純)な議論」との微妙な違
いが、実は大きな差を生みますが、これにつ
いてはまた別の機会に論じたいと思います。 

 
さて、私の場合、ハーバード大学の研究者

との知的対話は、1980 年代後半にまで遡るこ
とが出来ます。1980 年代から 1990 年代前半
までは、日本が世界の中で輝いていた時代で
した。従って、本学や MIT の研究者は、知的
好奇心から心優しい態度で、また内容を噛み
砕いて私のような人間にも理解できる平易な
形で情報交換をして下さいました。しかし、
1990 年代後半からは、日本のバブル崩壊と中
国の台頭により状況は一変します。バブル崩
壊前の日本のように止まる様相を見せない中
国。今の中国の方々を見ておりますと、思わ
ず 20 年前の日本を思い出してしまいます。一
方、日本の方はというと、言葉足らずな説明
をしたり、一部の日本人に至っては、開き直
った態度もしくは説明責任から逃げ回る態度
に終始しました。その是非と善悪は別として、
そうした印象を、米国だけでなく欧州や東南
アジアの人々に植え付けてしまった感が致し
ます。かくして日本は海外からの厳しい目に
曝されるようになったのです。こうしたなか、
気が合う海外の友人から日本経済に関して集
中砲火の如き質問攻めに間断なく遭遇したが
故に、私の悲惨なレベルであった実力は少し
ずつ向上し、未だ完全ではありませんが、心
優しい海外の友人と自然な形で情報交換をす
ることが出来るようになった次第です。 
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知的戦いの盾: 微笑み 
 
1990 年代、特に後半に入ってからは、海外

の冷たい視線をかいくぐり、質が高く有意義
な情報交換を、それも継続的に如何に実施す
るかが私自身の最大の課題となりました。
「お手並み拝見」という冷ややかな態度を採
る本学の研究者を前にして私は如何なる実力
と態度で臨むべきか。限られた能力しか持た
ない私は、まるで徒手空拳で熊や虎と戦うよ
うな気持ちでしたが状況が許しません。この
ようにグローバルな知識社会は本当に恐ろし
い世界です。正しく冷酷な知的戦いと言って
良いでしょう。ではこの知的戦いのなかで何
が盾で、何が矛となるでしょうか。勿論、盾
と矛の中心部分は前述の 5 つの要件です。し
かし、盾の外面と、矛の尖端は何かと申しま
すと、私は盾の外面が微笑みで、矛の尖端は
ジョークであると考えております。 

 
塚本副理事長をケンブリッジに迎えた前

述の会合では、ローレンス教授が日本の通商
政策に関して大変厳しい質問をなされました。
同副理事長は、「ローレンス教授からは、1980
年代から大変手厳しい御意見を頂くのでこち
らもワクワクしてきます」と仰りつつ微笑ん
で同教授の質問に的確に答えられました。数
日後、ローレンス教授と廊下でばったり出会
うと、「ジュン、この前の会合は本当に参考に
なったよ」と微笑みながら語りかけて下さい
ました。この意味で、塚本副理事長と私は、
次のような日本人同胞に対して厳しい態度で
臨んでいます。すなわち、グローバル時代の
到来と叫びながらも、原稿を棒読みし、海外
の聴衆に対して全く視線を向けず、苦虫を噛
み潰したような表情で講演する日本人。彼等
こそが、質の高い情報発信に期待がかかる日
本で、対外イメージを悪くさせている、と。 

 
こうした理由から若い読者の皆様には、日

頃から微笑みを絶やさぬよう心がけることを
お勧めします。というのは土壇場になって微
笑むのは難しいということを経験的に感じて

いるからです。話がチョッと逸れますが、ス
ポーツにしろ、芸術にしろ、そして学問にし
ろ、評論することと実際に行うこととは全く
別であることを十分認識する必要があります。
6 月現在、ドイツでサッカーのワールドカッ
プが、そして英国ではテニスのウィンブルド
ン選手権が開催されています。お茶の間のテ
レビで観戦する私達は各選手や各チームの犯
したミスを躊躇することもなく厳しく批判す
る気持ちに駆られます。しかし、テニスであ
れ、サッカーであれ、実際にそのボールを手
にしたことがある方なら、傍観者による評論
と当事者による実践とは完全に異なることを
容易に理解できると思います。従って、頭の
中で「海外では微笑みが知的戦いの盾」と理
解していたとしても、日頃から心がけないで
急に実践に移せば、「こわばった微笑み(?)」
という摩訶不思議な微笑みとなるでしょう。
そうなれば、ラフカディオ・ハーンが『アト
ランテック・マンスリー』誌 1893 年 5 月号に
掲載した小論(“The Japanese Smile”)のような
考察が再び出てくるかも知れません。 

 
微笑みと言えば、私はフランスの哲学者で

あるアランの『幸福論(Propos sur le bonheur)』
を思い出します。学生時代に邦訳本を読み、
社会人になった途端に、アマゾン・ドット・
コムの影響からか今は消えてしまった銀座の
イエナ書房に原書を買いに行きました。その
時は値段の高さに驚きましたが、その御蔭か
大事に思い、繰り返し読んだことを今も懐か
しく思い出します。私はアランを通じて、「楽
しませる(«faire plaisir»)」という「生きるワザ
(«art de vivre»)」を教えてもらった御蔭で、日
頃から微笑むことの重要性を学びました。私
の微笑みは、名画『モナリザ』や永遠のアイ
ドルであるオードリー・ヘップバーン、そし
てウィンブルドンで無敵を誇るロジャー・フ
ェデラーの微笑みに比べれば明らかに非力で
す。それでもハーバード大学をはじめとして
海外の知的戦いにおいて、冷たい視線と共に
飛んで来る厳しい質問に対して、微笑みを盾
とした回答は好意的に受け止められました。
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このようにして、知的な意味で窮地に陥った
私は微笑みによって幾度となく救われた経験
を持っています。皆様も是非日頃から微笑む
ことを心がけてみてはいかがでしょうか。 

 
知的戦いの矛: ジョーク 

 
知的戦いにおける防御(盾)の外面が微笑み

であるとすれば、攻撃(矛)の尖端はジョーク
です。これに関しては、ユーモアのセンスの
重要性として、日本を代表するジャーナリス
トの一人である松山幸雄氏が、『日本診断』や
『国際対話の時代』で既に指摘されておりま
す。10 年以上も前ですが、私自身、ハーバー
ド大学における松山氏の講演を聴いた記憶が
あります。その時、冒頭、日本の年功序列制
度を揶揄したジョークで聴衆を魅了された松
山氏に感心したのを今でも覚えております。
この「矛先にジョークを」という欧米の習慣
は、アジア諸国にも浸透し始めております。
これは、アジア諸国のエリートが欧米での留
学経験のなかから得た知恵かも知れません。 

 
一方、一般論として日本人のスピーチは評

判が芳しくありません(慶應義塾大学出版会
ウェブサイト掲載の The Cambridge Gazette の
2006 年 3 月号にも書きました)。その理由の
一つとして私はジョークの役割に対する認識
の差を感じています。ジョークは真剣勝負で
情報交換する時の欧米流の「名乗りを上げる
行為」のようなものと私は考えております。
戦国時代の武士は、「やーやー、我こそは…」
と名乗りを上げて戦を始めました。欧米では、
「さぁ、真剣勝負だ」と互いが緊張した時、
過度の緊張をほぐすためにも、また相手に敬
意を表しつつ警告を与えるためにも、知的に
鋭いジョークを飛ばして情報交換を行います。
すなわち、「ジョークの切れ味同様、私達は真
剣ですが、どうぞお手柔らかに」という気持
ちを表す訳です。情報交換の際、このように
考えている欧米人に対し、日本人同士では大
切な「口上」である前置き、換言すれば伝統
と形式に基づく曖昧さを含んだ前置きの言葉

を日本人が述べると、外国人には「この日本
人は問題をはぐらかすために故意に分かりき
った抽象的な空文虚字を並べているのだろう
か」と疑心暗鬼になりかねません。 

 
内外で情報交換の方法と場が異なるから

と言って、私は日本人の分析能力が劣ってい
るとは思いません。ただ、相手が真剣勝負で
臨んでくる質の高い情報交換の場で、欧米を
中心とする海外と日本とでは、間合いの採り
方と「真の情報交換の場」自体が異なってい
るが故に、海外の人々に不快感と不信感を抱
かせる結果になっていると考えています(ジ
ョークは日本では「悪ふざけ」と受取られ、
そして正式な会議の外が「真の情報交換の場」
というのが一般的だと思います)。冒頭で述べ
た通り、グローバリゼーションが進展するな
か、日本の方式だけに固執している訳には行
きません。正しく巧みに「両刀使い」が出来
る若人の出現を心から望んでおります。 

 
とはいえ最近はジョークの上手な日本人

が少しずつ増えていることを実感し、喜ぶと
共に、生来楽観主義の私は益々楽観的になっ
ております。昨年秋にボストンに着任された
鈴木庸一日本国総領事は、聴き手の驚きと笑
いを引き出す意外性に満ちたジョークをスピ
ーチの中に巧みに入れるという素晴らしいセ
ンスをお持ちの外交官です。5 月中旬、関西
電力から出向されている日本人フェローの垣
口裕則氏と私との 2 人で、我が研究センター
(Center for Business and Government (CBG))恒
例の寿司パーティを開催しました。その時も
同総領事はご多忙中にもかかわらず参加して
下さいました。そして、米中韓の研究者と気
さくに意見交換をされていました。パーティ
終了後、米中韓の友人からは喜びと驚き、そ
して尊敬の念を同総領事に対して懐いたとの
嬉しい電子メールを数多く頂いて、私自身鼻
高々になったことを皆様にご報告します。 

 
しかし、私は未だ満足していません。生来

の楽天主義者とはいえ、物事に対して「悲観
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的なほど慎重に準備し、楽観的に行動する」
という行動原理を重視する(cautious optimist
の)私は、より多くの若い方々に国際的な情報
交換の場で真剣勝負をして頂きたいと願って
やみません。その理由は、冒頭に書いた通り、
私達は好むと好まざるとにかかわらずグロー
バリゼーションという大波に襲われているか
らです。人口減少期に入り急速に高齢化する
日本は、東アジアにおける隣国中国の台頭と
世界全体を包み込んだ技術進歩によるグロー
バリゼーションの進展という課題を突きつけ
られています。こうしたなか、高い「志」と
才能に溢れた若い人々の存在意義と活躍の場
は増大する一方だと考えております。 

 
5 月 4～6 日、ハーバード大学でアジアの指

導的な人々が集い、中長期の展望に関してオ
フレコで自由闊達に議論しようとする会合
(Asia Vision 21 (AV21))が開かれました。今回、
日本側の参加者は前述の 5 つの要件を満たし
た尊敬すべき方々、すなわち本校出身の林芳
正参議院議員をはじめ伊藤隆敏東京大学教授、
日本銀行の堀井昭成理事、日本エネルギー経
済研究所の十市勉理事、そして本学出身の秋
元諭宏米国三菱商事ワシントン事務所長と私
の合計 6 人でした。伊藤先生は幅広い分野に
わたって示唆的なお話をされましたし、林先
生はジョン・レノンの「イマジン」の歌詞を
挿入した洒落たスピーチで多くの参加者の顔
に微笑みを呼び起こしておられました。グロ
ーバリゼーションが進展するなかでは、現状
に満足することなく、より多数の日本人が
AV21 のような国際会議、特に、海外で主催
される会議で活躍されることが期待されてい
ます。海外での国際会議における日本の対外
発信こそが、日本の情報受信能力を向上させ、
動きの激しい国際情勢とそうしたなかでの日
本の国益の正確な定義・認識が可能となりま
す(日本が主催する同時通訳付きの国際会議
は様々な点で問題があります。この点につい
ては別の機会に論じたいと思います)。AV21
は、現在本学アジア・センター所長を兼任す
るセイチ教授をはじめ、エズラ・ヴォーゲル

教授、ドワイト・パーキンス教授と事務局長
役のジョン・ミルズ氏が中心となって企画・
運営されています。今回もミルズ氏から、自
由闊達な議論ができる日本人として誰が適当
かと相談を受けて頭を抱えました。AV21 の
当日、伊藤先生に向かい、「先生、より多くの
才能ある日本人が、このような場で堂々と発
言しないといけませんよね」と申し上げたと
ころ、伊藤先生は「ボクもそう思っているの
ですが…」と仰られ、先生と私とこの点に関
しては同意見だと実感し、また喜んだ次第で
す。こうして今、私は真剣勝負で国際的な情
報交換ができる「ヒト」、すなわち、世界に通
用する「国際派」養成の必要性を改めて痛切
に感じています。同時に、私は最近、ハーバ
ード大学や MIT、更には米国西海岸のカリフ
ォルニア大学バークレー校の知人からも米国
人と同じ間合い(呼吸)で情報交換できる日本
人を紹介して欲しいと頼まれることが多くな
ってきました。このように、質の高い対外発
信が出来る日本人の希少性を私は日々実感せ
ざるを得ません。余談ですが、AV21 の際に
大いに笑ったジョークを紹介します。会合で
は、アジアにおける日中印 3 ヵ国の動向が議
論されました。そうしたなか、ある外国人が
「国際会議で大変難しいことはインド人にス
ピーチを終らせることと、日本人にスピーチ
を始めさせることだ」と言いました。私は思
わず吹き出すと共に、日本の対外発信の重要
性を改めて痛感させられました。 

 
知的戦いの矛であるジョークに関して、私

が彼我の違いを感じた一連の外交関係史を簡
単に紹介させて頂きたいと思います。1930 年、
ソ連の指導者スターリンはマクシム・トリヴ
ィノフを外相に任命しました。同外相は当時
のソ連が課題としていた①対米国交回復を
1933 年に、また②国際連盟加盟を 1934 年に
実現した偉大な外交官です。1933 年、就任直
後のルーズヴェルト大統領は、日本でも映画
ファンなら知っているマルクス兄弟(ドイツ
領アルザス地方からのユダヤ系移民が結成し
た喜劇グループ)の一人、ハーポ・マルクスを
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親善大使としてソ連に派遣します。トリヴィ
ノフ外相はハーポと個人的な友好関係を築き、
二人で演芸の舞台に立つまでになりました。
この米ソ両国間の友好関係を背景に、ソ連の
国際連盟加盟が翌1934年9月に実現したと理
解されています。私は今、トリヴィノフ=マ
ルクス・コンビがどのようなギャグを連発し
ていたのかをハーバード大学の図書館で調べ
ようとしていますが、時間的制約から先延ば
しになっているのが残念です。 

 
その頃(1933 年 2 月)、ジュネーヴの国際連

盟で日本の首席全権たる松岡洋右が「連盟よ
さらば。わが代表堂々と退場す」という新聞
の見出しで有名な議場退場を行い、翌月、日
本は連盟を脱退します。複数の資料を読み、
また松岡全権の有名な演説も聞いてみました
が、松岡氏の対米観も、英語が上手という松
岡氏の評判も素人ながらどうしても首を傾げ
ざるを得ません。そうしていたところ、尊敬
する岡崎久彦大使の著作『重光・東郷とその
時代』の中に的確に問題点を指摘する箇所を
発見しました。すなわち、「第二次近衛内閣の
外交は、終始松岡洋右外相に引っかき回され、
引きずられたままだったといって過言ではな
い。それがもたらした結果は、大日本帝国の
命運を左右するほど重大なものであった。し
かし、この松岡外交の過程をくわしく記述す
る価値があるかどうかは疑わしい。なぜかと
いえば、松岡の行動には、歴史の必然性とは
必ずしも関係のない、松岡の個人的な動機や
習癖からくるものがあまりにも多いからであ
る。それも深い思想や哲学からくるものでは
なく、自分の沽券にこだわり、俺のいうこと
は間違ったことはないとか、万事俺に任せろ
とかという個人的習癖であり、理論があると
しても、長期的な戦略ではなく、強く押せば
向こうは引っ込むというような低次元の戦術
的計算であった。そしてその意見を押し通す
手段は、相手に口を開く暇を与えず喋りまく
り、相手を辟易させるということであった」、
と。議場退場時の発言は松岡氏自身も失敗だ
と思ったそうですが、清沢洌等の優れた少数

のジャーナリストを除き、国際情勢を冷静か
つ客観的に観ることが出来なかったマスコミ
と一般民衆が情緒的な判断に流されていった
ことは皆の知る所であります。折角 9 年間も
の米国生活を持ちながら、松岡氏はどうして
ユーモアのセンスと知的なジョークを体得し
なかったのか。私自身不思議でなりません。 

 
誤解を招かないために付言しますと、私は

日本人がジョークを理解しない民族であると
は思っていません。それどころか、日本民族
は、落語をはじめ、健全なユーモアの精神を
もっている民族であると考えています。6 月
初旬に一時帰国した際、三菱金曜会事務局長
代理時代から長年可愛がって頂いている亜洲
広告社の守恭助氏から『タイム』誌創刊号
(1923 年 3 月 3 日号)のコピーを頂きました。
そこには米国に赴任する埴原正直大使の紹介
があり、同大使のユーモアのセンスを称えて
います(余談ですが、同大使の米国での活動に
関しては皆様で調べられると興味深いと思い
ます)。以前にも触れましたが、愛読書の一つ
『平家物語』の「巻十一: 先帝身投」には、
壇ノ浦の戦いで平家の知将新中納言知盛の最
期の様子が描かれています。安徳天皇の御舟
で泣き叫ぶ女房達に向かって知盛が語る「た
はぶれ(戯れ)」を何度読んでも私は心を動か
され、命を失う直前でも知盛のように悠然と
ジョークを言いたいと自らを励ましておりま
す(The Gazette の 2004 年 2 月号に記しました)。 

 
以上、知的対話における盾の外面と矛の尖

端が微笑みとジョークであることは理解して
頂けたと思います。微笑みとジョーク、そし
て燃え上がる向上心さえあれば、相手も真剣
勝負の情報交換をして下さることでしょう。
しかし、盾と矛の中身は先に挙げた 5 つの要
件であることを銘記して下さい。たとえ鋭い
ジョークで知的対話を始めても、知的水準が
高くなければ、瞬く間に知的バックグラウン
ドは金メッキ製だと見抜かれてしまいます。
従って矛先だけが鋭利であっても、矛全体が
鋼鉄で出来ていなければ知的武器としては役
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立ちません。私が師と仰ぐ MIT のスザンヌ・
バーガー教授は、卓越した知性と共に誰をも
魅了する微笑みで多くの人々から尊敬と好感
をもって迎えられている大学者です。この意
味で私はバーガー教授と二人で議論する機会
に数多く恵まれた幸せ者であります。しかし、
私がいい加減な返答をすると、同教授の顔か
ら魅力的な微笑みが消えて横を向かれ、いつ
も窓の外を眺めながら「ジュン、私は何か誤
解したのかしら?」と仰います。私は「いえ、
先生。私の理解とご説明が矛盾だらけで不十
分だったと思います。私の理解していること
をもう一度整理して申し上げますと…」と話
しつつ、同教授の顔に微笑みが戻り、こちら
に顔を向けて下さることをまだかまだかと待
つ時の辛さは言葉では表現できません。しか
し、こうした厳しさがあるからこそ、バーガ
ー教授との間で知的緊張感のある関係を持続
していけるのだと喜んでおります。 

 
 

4. 編集後記 
 
「栗原後悔日誌@Harvard(The Cambridge 

Gazette: Lessons Learned)」の創刊号の本文は
以上です。冒頭で述べた通り、私の体験談が
すべて役立つとは思っていません。が、たと
え一部分でも興味を持てる箇所があるとした
ら、この小誌の存在意義があると思っていま
す。さて、日誌・日記と言えば、紀貫之の『土
佐日記』や石川啄木の『ローマ字日記』等に
加えて、ドイツの大数学者ガウスの『数学日
記(Mathematisches Tagebuch)』を思い浮かべま
す。この『日記』はガウスが 18 歳の時(1796
年 3 月)から 37 歳の時(1814 年 7 月)まで書か
れたのですがページ数は僅か 19 ページです。
しかし、その中には 146 の研究に関するアイ
デアが詰まっており、ガウスのモットー「寡
作なれど熟したり(pauca sed matura/Weniges, 
aber Reifes)」を正しく具現した日記で後世の
研究者にとって大いに参考になったことでし
ょう。それに比べれば、私の後悔日誌は何と
貧相な日誌であることかと自ら恥ずかしくな

ります。しかし、有能な若人に「他山の石」
としての「教訓」を伝えられたらと願いつつ、
毎月記すことにします(脱線で恐縮ですが、私
はガウスがノルウェーの若き数学者アーベル
の代数における歴史的な証明を無視したこと
を大変残念に思っている人間の一人です。た
とえ大天才ガウスでも大きな間違いをすると
思うと、改めて多角的・重層的な協力・相互
補助の精神の重要性を感じます)。 

 
実は私自身、重々しい教訓やお説教を嫌う

天邪鬼です。それ故に、変な表現になって恐
縮ですが、「教訓臭くない教訓」を小誌を通じ
て述べてゆきたいと思っています。と申しま
すのも、一部の先輩諸氏及び同僚が頻繁に用
いる「いまどきの若い連中は…」から始まる
「教訓」を私自身が最も怖れているからです。
逆に、先人のなかには何の努力もしてこなか
った人さえが存在していることも動かし難い
事実です。まさにセネカが述べた言葉「高い
年齢に達した老人が､長い間生きてきたこと
を証明する証拠として､年の数以外には何も
持っていない例がよくある(saepe grandis natu 
senex nullum aliud habet argumentum, quo se 
probet diu vixisse, praeter aetatem./Often a man 
who is very old in years has no evidence to prove 
that he has lived a long time other than his age.)」
が指し示している人は少なくありません。か
く言う私自身も油断をすればセネカが批判し
たような年長者になる危険性を十分はらんで
います。従って、若い方々を応援する意味か
ら、また、非力で怠惰な自らを叱咤激励する
意味からも、「栗原後悔日誌@Harvard」を綴
ってゆきたいと思っています。        
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